
 

○京都府立大学奨学寄附金取扱規程 
 

（平成 21年京都府立大学規程第４号） 

 

（趣旨）  

第１条 この規程は、 京都府公立大学法人京都府立大学（以下「本学」という。）における奨学

寄附金の受入れに関して必要な事項を定めるものとする。 

（定義）  

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるところによる。 

(1) 奨学寄附金 次の各号の経費に充てることを目的として本学に寄附される現金及び有価証     

券 

ア 学術研究に要する経費 

イ 教育活動の充実に要する経費 

ウ 学生に給付又は貸与する学資 

エ 図書、機械、器具及び標本等の購入に要する経費 

オ 国際交流に要する経費  

カ 地域貢献に要する経費 

キ その他本学の管理運営に要する経費 

(2) 研究助成金 本学の教職員等が、研究助成団体の募集する事業に応募、申請等をし、採択

されることにより、当該研究助成団体から事業の実施のために支給される金銭等 

(3) 教職員等 学長、教授、准教授、講師、助教、助手その他本学において京都府公立大学法

人に雇用される者 

(4) 部局等 各学部、大学院生命環境科学研究科、附属図書館、教務部、学生部、生命環境学

部附属農場、生命環境学部附属演習林又は事務局その他これらに相当する組織 

（受入れの制限） 

第３条 本学は、次の各号のいずれかに掲げる条件が附されている奨学寄附金又は学長が本学の

業務に支障があると特に認める奨学寄附金を受け入れることができない。 

(1) 奨学寄附金又は研究助成金（以下「奨学寄附金等」という。）により取得した財産を寄附者

又は研究助成団体（以下「寄附者等」という。）に対して無償で使用させ､又は譲与すること。 

(2) 奨学寄附金等による学術研究の結果として得られた特許権、実用新案権、意匠権、商標権

及び著作権その他これらに準じずる権利を寄附者等に譲渡し、又は使用させること。 

(3) 奨学寄附金等の使途について、寄附者等が調査、検査を行うこと。 

(4) 寄附の申込後、寄附者等がその意思により奨学寄附金等の全部又は一部を取り消すことが

できること。 

（教職員等が寄附金及び研究助成金を受け入れた場合の取扱い） 

第４条 本学の教職員等が寄附金（教職員等が受けた金銭等をいう。次号において同じ。）及び研

究助成金を受け入れた場合において、次の各号のいずれかに該当するときは、当該教職員等は、

これを改めて奨学寄附金として本学に寄附するものとし、私的に経理してはならない。 

(1) 寄附金及び研究助成金の目的が当該教職員等の職務上の教育研究を助成するものである



 

とき 

(2) 寄附金及び研究助成金を本学の施設、設備等を使用した教育研究を実施するための経費に

充てようとするとき 

（奨学寄附金の申込み） 

第５条 奨学寄附金の寄附を申し出る者は、奨学寄附金申込書（別記第 1 号様式）を、部局等の

長に提出するものとする。ただし、研究助成金については、採択の結果が記載された通知書の

写しを部局等の長に提出することをもって、奨学寄附金の申込みに代えることができる。 

２ 部局等の長は、適当と認めたときは、その旨を学長に報告するものとする。 

（受入れの決定） 

第６条 奨学寄附金の受入れの決定は学長が行う。 

２ 学長は、奨学寄附金の受入れを決定したときは、寄附者等へ「奨学寄附金受入書（別記第 2号

様式）」を送付する。 

３ 学長は、寄附者等からの入金を確認したときは、当該寄附者等に対して「奨学寄附金領収書

（別記第３号様式）」及び礼状を送付する。 

４ 前２項に関わらず、受入れに関し、寄附者等が別途指定する手続きがある場合には、これに

従うものとする。 

（奨学寄附金の使途） 

第７条 学長は、奨学寄附金の受入れを行った場合は、これを奨学寄附金の目的に応じた教育研

究等の経費及び管理的経費に充てるものとする。 

２ 奨学寄附金の一部の管理的経費への充当については、別に定める。 

（奨学寄附金等の使途の変更）  

第８条 奨学寄附金等は、指定された使途以外に使用してはならない。  

２ 学長は、前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合には、当該使途を変

更し、又は移し換えることができる。  

(1) 使途において研究を担当する教職員等が指定されている奨学寄附金等について、当該教職

員等の転出等により、奨学寄附金等を他の研究機関等に移し換える場合（事前に当該研究機

関等の長の同意を得た場合に限る。） 

(2) 当該教職員等の転出により、当該使徒の指定を変更する場合 

(3) 寄附目的が達成されたことにより、奨学寄附金等の使途を変更する場合 

（奨学寄附金等の移し換え) 

第９条 学長は、奨学寄附金等の使途において指定された研究担当者が他の大学等へ転出するこ

とに伴い、当該奨学寄附金等をその転出先が受け入れる場合は、寄附者等の意向を確認の上、

当該奨学寄附金等を他の大学等に移し換えることができる。 

２ 学長は、奨学寄附金等の使途においてで指定されている研究担当者が他の大学等から本学に

転入することに伴い、当該奨学寄附金等の本学への移し換えを受けることができる。 

（産学公連携リエゾンオフィス長の専行等） 

第 10条 この規程に基づき学長が行う事項は、産学公連携リエゾンオフィス長が専行する。ただ

し、学長が特に重要と認める場合は、この限りでない。 

２ 産学公連携リエゾンオフィス長は、奨学寄附金（学術研究に要する経費に充てるものに限る。）

の状況について整理及び分析を行い、定期的に学長に報告するものとする。 



 

（その他） 

第 11条 この規程に定めるもののほか、奨学寄附金の取扱いに関し必要な事項は、学長が別に定

める。 

 

附 則 

この規程は、平成 21年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日）  

この規程は、平成 28年７月 13日から施行する。 

附 則 

（施行期日）  

この規程は、令和５年４月１日から施行する。 


